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大人の階段
一歩ずつ
大人の階段
一歩ずつ■主な記事■主な記事

● 町成人式…２～７㌻● 町成人式…２～７㌻
● 町消防出初式、● 町消防出初式、
　 町交通指導隊・町防犯隊初点検…８㌻　 町交通指導隊・町防犯隊初点検…８㌻
● 町安心生活ネット● 町安心生活ネット
　 支援事業所登録証交付式…９㌻　 支援事業所登録証交付式…９㌻

めでたく成人式を迎えた新成人たち。変わ
ることのない同級生との絆を大切に、これか
ら一歩ずつ大人の階段を上っていきます。
…関連記事2～7㌻（１月13日、プラザあい）
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本
年
度
の
成
人
式
の
対
象
者
は
、

平
成
４
年
度
生
ま
れ
の
１
９
５
人
。

当
日
は
そ
の
う
ち
の
１
３
８
人
の

ほ
か
、多
数
の
父
母
や
来
賓
が
出
席

し
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
は
じ
め
に
、新
成
人

の
欠
畑
岳
さ
ん
の
リ
ー
ド
に
よ
り

全
員
で
町
民
憲
章
を
唱
和
。
民
部

田
幾
夫
町
長
が「
新
成
人
の
皆
さ

ん
が
教
養
と
英
知
、忍
耐
力
を
養

い
、挑
戦
す
る
勇
気
を
持
っ
て
夢

へ
向
か
う
努
力
を
続
け
、未
来
を

ひ
ら
く
社
会
の
一
員
と
し
て
大
き

く
羽
ば
た
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
岩
手
町
に
誇
り
を
持

ち
、仲
間
と
絆
を
深
め
、心
優
し
く

平
成
24
年
度
町
成
人
式
は
１
月
13
日
、岩
手
広

域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
プ
ラ
ザ
あ
い
で
行
わ
れ
、

希
望
に
あ
ふ
れ
る
１
３
８
人
の
新
成
人
が
大
人

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た

2020歳の門出歳の門出
The 20th Anniversary

平成24年度町成人式平成24年度町成人式

力
強
く
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
、新
成
人

に
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
続
い

て
、新
成
人
代
表
の
滝
本
奈
央
さ

ん
が
誓
い
の
言
葉
と
し
て
人
生
の

節
目
か
ら
新
た
に
一
歩
踏
み
出
し

て
い
く
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、記
念
講
演
を
開
催
。

新
成
人
で
組
織
さ
れ
た
町
成
人
式

実
行
委
員
会（
下
戸
地
祐
介
会
長
）

が
推
薦
し
た
講
師
の
福
田
靖
さ
ん

が
、「
夢
を
追
う
こ
と
、自
分
を
活

か
す
こ
と
」と
題
し
て
講
演
。
20
歳

の
門
出
を
迎
え
た
新
成
人
た
ち
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

整然と式典に臨む新成人と見守る父母たち

代表で記念品を受け取る下戸地祐介さん

町民憲章唱和の代表欠畑岳さん

　スタートラインに立ったばかりの未熟
な私たちは、さらに成長しつつ、人と人と
の絆を大切にし、新たな道を一歩一歩着実
に進んでいかなければなりません。変わ
りゆく時代の中で時には荒波にもまれな
がらも、一人一人が豊かな社会性を身に着
け、社会に適応していける社会人を目指し
ます。ここ岩手町から羽ばたき、それぞれ
の目標のために勤勉に描き続ける向上心
を忘れないこと。日々、自己と地域の飛躍
のために努力を惜しまず、一層の成長を遂
げていくこと。このことが私たちを育て
てくださった人たち、地域への恩返しにも
なるはずです。未来を担う一員として社
会に貢献できるよう常に全力でまい進し
ていくことを皆さまに約束します。

新成人代表

滝
た き も と

本 奈
な お

央 さん＝野原＝

新成人誓いの言葉新成人誓いの言葉

　頑張れば夢は叶う―。私は、実はそうは
思いません。全員がうまくはいきません。
私も脚本家になりたくてなったわけでは
ありませんでした。演劇の舞台の世界で
成功したかったができなかった。でも、脚
本家の方が向いていると言われ、それを
信じてみました。そしたらうまくいった。
私は成功者ではなく、失敗した人間だと
思っています。33歳の時に舞台の夢をあ
きらめました。ただ、夢を追って頑張って
いたことは意味があった。次のステップ
につながったことは間違いないです。「海

講
演
後
、新
成
人
代
表
の
三
浦
奈

実
さ
ん
か
ら
講
師
へ
花
束
を
贈
呈

「夢を追うこと、自分を活かすこと」「夢を追うこと、自分を活かすこと」

講師
福福
ふ く だふ く だ

田田　　靖靖
やすしやすし

  さんさん脚本家

走っていればパスは必ず来る。
自分を活かせる場所はきっとあります―

猿」を見て海上保安官になる人がたくさん
いるそうです。モチベーションが高く、厳
しい訓練にも耐えられるのだといいます。
皆さんもぜひ、自分の好きなことを仕事に
してください。人生いろいろな事があり
ますが、なるべく、そうするように心掛け
るとその先の人生がずいぶん変わります。
私は、自分がやりたいことではなかったけ
ど、自分に一番合った仕事をできていま
す。走っていればパスは必ず来ます。最
初に目指したゴールとは違っても、自分の
個性を生かせる場所はきっとあります。

記念講演

【講師プロフィル】
昭和37年山口県周南市（旧徳山市）生
まれ。劇団主宰を経て、1996年に
脚本家デビュー。その後、多数のテレ
ビドラマや映画の脚本を執筆。主な
作品は、海上保安官の活躍を描いたテ
レビドラマ「海猿」のほか、「ＨＥＲＯ」、
「ガリレオ」、大河ドラマ「龍馬伝」など。
今、最も売れている脚本家の一人。

記念講演

スナップギャラリースナップギャラリー
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出
席
者
１
３
８
人
全
員
に

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、氏
名
下
の
地
区
名

は
、転
出
し
た
人
は
出
身
、帰

省
先
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
順
不
同
、敬
称
略
）

成
人
紹
介

新
成
人
紹
介

新

平成 25 年２月１日広報いわてまちNo.644 ／ 4
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恒
例
の
町
消
防
出
初
式
は
１
月

６
日
、
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
、

町
消
防
団
員
と
町
婦
人
消
防
協
力

隊
員
、
盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分

署
員
ら
約
５
０
０
人
と
消
防
車
両

30
台
が
集
結
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
統
監
の
民
部
田
幾
夫
町

長
が「
消
防
団
、婦
人
消
防
協
力
隊
、

岩
手
分
署
が
一
体
と
な
り
、
安
全

を
確
保
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、

町
民
の
信
頼
に
応
え
て
い
た
だ
き

た
い
」と
訓
示
。
早
坂
団
長
が「
消

防
関
係
団
体
が
気
持
ち
を
一
つ
に

し
、
町
民
の
生
命
、
財
産
、
身
体

を
守
る
任
務
遂
行
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
町
地
区
で
は
、
威
風
堂
々
と
分

列
行
進
。
高
い
士
気
を
披
露
し
町

の
安
全
・
安
心
を
守
る
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

町
の
防
犯
隊
と
交
通
指
導
隊
の

初
点
検
は
１
月
８
日
、
町
開
発
セ

ン
タ
ー
前
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

各
隊
員
た
ち
は
、
り
り
し
い
制

服
を
身
に
ま
と
い
整
列
。
各
隊
長

の
号
令
に
従
い
、
服
装
や
警
笛
、

手
帳
な
ど
の
装
備
品
を
点
検
し
、

交
通
事
故
や
犯
罪
の
抑
止
な
ど
使

命
達
成
へ
の
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

情
熱
と
使
命
感
に
あ
ふ
れ
る
各

隊
の
活
躍
が
、
本
年
も
大
い
に
期

待
さ
れ
ま
す
。

町
消
防
出
初
式

交
通
指
導
隊

交
通
指
導
隊

防
犯
隊
が
初
点
検

防
犯
隊
が
初
点
検

44
協
力
事
業
所
へ

登
録
証
交
付

「事故のない明るい町に」と「事故のない明るい町に」と
誓い整列する交通指導員たち誓い整列する交通指導員たち

地域の安全を守る決意を示す地域の安全を守る決意を示す
武田防犯隊長と防犯隊員たち武田防犯隊長と防犯隊員たち

新
年
に
誓
う
安
全
・
安
心

　

新
年
を
迎
え
、
町
の
安
全
・
安
心
を
守
る

町
の
消
防
団
（
早
坂
信
一
団
長
）
と
婦
人
消

防
協
力
隊
（
朽
木
ヨ
シ
ミ
隊
長
）、
交
通
指
導

隊
（
瀬
川
実
隊
長
）、防
犯
隊
（
武
田
茂
隊
長
）

が
本
年
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

公衆衛生功労者知事表彰

　長年にわたり地域の公衆衛生活
動に取り組み、平成13年からは町
公衆衛生連絡協議会の理事として
町の公衆衛生組織の育成強化や環
境衛生の啓蒙普及に尽力しました。

横沢 忠
ちゅうこう

仔 さん（66）＝上横沢＝

県公衆衛生組合連合会長表彰

　公衆衛生活動を自ら率先して行
い、平成13年からは町公衆衛生連
絡協議会の理事として町の公衆衛
生組織の発展に貢献しました。

田村 禮
れ い こ

子 さん（71）＝子抱＝

各
種
表
彰

厚生労働大臣表彰厚生労働大臣表彰

　昭和 52年から 35年の長きに
わたり町母子寡婦福祉協会理事
を務めるなど、町の社会福祉の
増進に貢献した功績により平成
24年度全国社会福祉大会で厚生
労働大臣表彰を受賞しました。

森子 朝
あ さ こ

子 さん（75）＝小山沢＝

　

町
は
昨
年
の
12
月
26
日
、
安

心
生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
「
安
心
生
活
あ
い
ネ
ッ
ト
」
の

支
援
事
業
所
登
録
証
交
付
式
を
町

総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し

た
。
交
付
式
に
は
、
町
内
の
事
業

所
の
代
表
ら
約
20
人
が
出
席
。
民

部
田
幾
夫
町
長
か
ら
登
録
証
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
登
録
事
業
所
は

全
部
で
44
事
業
所
。
郵
便
局
や
水

道
、
ガ
ス
、
電
気
、
新
聞
配
達
店

な
ど
地
域
を
戸
別
に
巡
回
す
る
事

業
所
。
ま
た
、
高
齢
者
と
接
す
る

機
会
が
多
い
医
療
・
介
護
関
係
の

事
業
所
に
加
え
、
地
域
に
根
差
し

活
動
す
る
町
消
防
団
が
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
民
部
田
町
長
は
、「
進

行
す
る
少
子
高
齢
化
は
地
域
や
行

政
の
大
き
な
課
題
。
地
域
、民
間
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
高
齢
者
を

支
え
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
構
築
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
登
録
事
業
所
へ
協
力
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

登
録
事
業
所
に
よ
る
見
守
り
は

日
常
業
務
の
中
で
行
わ
れ
、
水
道
、

ガ
ス
、
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
使
わ
れ
な
い
、
郵
便
物
や
新

聞
が
郵
便
受
け
に
た
ま
っ
て
い
る
、

身
体
に
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ

る
な
ど
、
異
常
を
感
じ
た
場
合
、

町
や
関
係
機
関
に
連
絡
し
、
速
や

か
な
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

民部田町長から登録事業所へ登録証を交付

安
心
生
活
あ
い
ネ
ッ
ト

　盛岡広域圏を中心に県内の魅力あるスイーツ＆
おやつの名店が大集合するイベントです。
　岩手町からは、「松月堂ブリエ」、「西田商店」
が出展！ぜひ、皆さんでお出掛けください。

【日時】
【場所】　岩手産業文化センター・アピオ（滝沢村）
【内容】　スイーツ＆おやつの展示即売、ご当地グル
メの販売、ご当地ゆるきゃら大集合、大槌町の臼沢
みさきさんやアンダーパスのステージイベントなど
　盛岡・八幡平元気まるごと発信事業実行委員

会事務局（盛岡広域振興局経営企画部内） 019-
629-6510

２月23日（土）、24日（日）

　北緯40度エリアのおいしい手打ちそばと物産が一
堂に会す恒例の「そばフェスタ」。今年も開催します！

【日時】
【場所】　岩手広域交流センター・プラザあい
【出店】　岩手町「パワー工房」、葛巻町「森のそば屋」、八
幡平市「松っちゃん市場」、同「西根はっとの会」、同「安代
そば打ちの会」、二戸市「春工房」（特別出店）ほか物産販売
【イベント】　そば打ちの実演・体験、郷土芸能ほか
ステージショー、そば早食い大会など
　岩手広域交流センター運営協議会事務局（役場

企画商工課内） 62-2111内線213

２月16日（土）、17日（日）

高
齢
者
見
守
り
に
事
業
所
が
協
力

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
す
町
安
心
生
活
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
「
安
心
生
活
あ
い
ネ
ッ
ト
」

の
一
環
で
町
は
、
協
力
事
業
所
に
登
録
証
を

交
付
し
ま
し
た
。
行
政
と
民
間
が
協
力
し
て

高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
す
。
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

No.282

帷
か た び ら

子紗
さ や か

也香さん （浮島小５年）
大工さんになりたい

　将来は「大工さんになり、大きな家や建物を建築
して喜んでもらいたい」と目を輝かせる紗也香さん。
普段はおしとやかな性格ですが、器用な手先を生か
した手芸などの物づくりが好きで、このことが将来
の夢の原点になっているようです。学校では放送委
員会に所属し、副委員長として活躍するほか、校外
では浮島文化財愛護少年団で浮島念仏剣舞の踊り手
としても活躍。５年生を締めくくる３学期は「運動
や委員会活動をがんばりたい」と話し、「スキー教
室が楽しみ」と張り切っています。

ビニール袋を使ったそり遊びに歓声をあげる児童たち

No.282

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線217］まで

 孫たちに会うのが楽しみ
橘
たちばな

　三
さ ん じ ろ う

次郎さん（86）=太布=

①「はきはき美人」を披露する細沢地区の皆さん②大中小さま
ざまなほうきは原材料から手作りされた逸品③ホウキグサ
を栽培する畑に現れる猫をキャラクターにしたロゴマーク

いつか
どこかで

Topics01「
は
き
は
き
美
人
」の
販
売
を
開
始

手
づ
く
り
ほ
う
き
の
里
細
沢
の
会

Topics02
　

美
術
館
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
石
神
の
丘
美
術
館
と
沼
宮
内

公
民
館
は
１
月
10
日
、「
美
術
館
で
す

ご
す
冬
の
一
日
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、冬
休
み
中
の
小
学
生
21
人

が
参
加
。
学
芸
員
や
健
康
運
動
指
導

　
「
手
づ
く
り
ほ
う
き
の
里 

細
沢
の

会
」（
小
細
沢
秀
幸
代
表
）は
１
月
16

日
、完
成
し
た
手
作
り
ほ
う
き「
は
き

は
き
美
人
」を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、同
会
の
４
人
が
町
長
室

を
訪
問
し
民
部
田
幾
夫
町
長
に
完

成
し
た「
は
き
は
き
美
人
」を
披
露
。

民
部
田
町
長
は「
伝
統
を
生
か
し
て

地
域
を
発
信
す
る
こ
と
に
大
き
な

価
値
が
あ
り
ま
す
。
ほ
う
き
を
通

じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め

て
く
だ
さ
い
」と
同
会
の
活
動
に
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

手
作
り
ほ
う
き
に
よ
る
地
域
づ
く

り
と
商
品
化
を
進
め
よ
う
と
平
成
23

年
に
発
足
し
た
同
会
は
、ほ
う
き
の

原
材
料
と
な
る
ホ
ウ
キ
グ
サ
の
栽
培

か
ら
手
掛
け
、本
年
度
は
約
50
本
分

の
材
料
を
確
保
。
同
会
の
田
村
ヨ
シ

エ
さ
ん（
74
）は
、「
こ
れ
ま
で
は
楽

し
み
で
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、販
売

す
る
と
な
る
と
緊
張
し
ま
す
」と
話

し
、商
品
と
な
る「
は
き
は
き
美
人
」

の
作
製
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

商
品
化
に
当
た
り
、命
名
さ
れ
た

「
は
き
は
き
美
人
」と
は
、ほ
う
き
を

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

白籏弘樹さんの次女

白
しらはた

籏 璃
り り

々ちゃん（芦田内）

心も体も健やかに
育ってね

馬渕寿さんの次男

馬
ま ぶ ち

渕 萩
しゅうせい

成くん（新町）

いつも笑顔で明るく
優しい子に育ってね

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔
を紹介します。

員
の
案
内
で
美
術
館
で
の
マ
ナ
ー
を

学
び
な
が
ら
の
展
示
見
学
や
屋
外
展

示
場
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、そ
り
遊
び
、

飛
び
出
す
仕
掛
け
絵
本
作
り
な
ど
を

体
験
し
た
ほ
か
、隣
接
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
み
ん
な
で
昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

沼
宮
内
小
５
年
の
中
井
佑
真
君

は
、「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
は
キ
ツ
ネ

の
足
跡
を
見
つ
け
ま
し
た
。
美
術
館

は
静
か
に
絵
を
見
る
場
所
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
だ
っ
た
け
ど
、外
遊
び
や
絵

本
作
り
な
ど
も
で
き
て
楽
し
い
所
で

す
」と
体
験
を
喜
び
、同
小
３
年
の
田

村
あ
や
さ
ん
は
、「
た
く
さ
ん
の
人

と
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。美
術
館
は
、

み
ん
な
が
触
れ
合
え
る
場
所
だ
と
思

い
ま
す
」と
話
し
美
術
館
の
魅
力
に

触
れ
ま
し
た
。

ススママ
イイルル

ベベ

イイビビ　ー

ズズ

　「空気が良くて、皆さんの気持ちが温かい。何も不満はありませんね」と話し、
生まれ育った南山形地区に愛着を持つ三次郎さん。「この辺に田んぼは１枚もあ
りませんでした。みんな借金して、開田したんです。地域の皆さんの協力がなけ
ればできませんから、当時、地域の役員をしていた私は、１軒１軒説得に歩き、夜
も眠れませんでした」と苦労したことを思い出します。それだけに「米がとれる
ようになってからは、どんどん値段も上がり、借金はすぐ返せましたよ」と喜びも
ひとしお。現在は、「早寝・早起き、腹八分が健康の秘訣です」と話し、「孫が５人、
ひ孫が７人います。みんなの顔を見るのが楽しみですよ」と元気に笑います。

角舘敬治さんの孫

角
かくだて

舘 優
ゆ う

空くん（下浮島）

楽しい毎日を過ごそ
うね

今松勇樹さんの次女

今
いままつ

松 莉
り さ

紗ちゃん（橋場）

たくさん食べて大
きくなってね

お子さんの紹介

な ま え　（ 地 区 ）
保護者から一言

今松綾さんの次男

今
いままつ

松 昇
しょうき

希くん（上浮島）

健康で明るい子に
なってね

①

冬
の「
石
神
の
丘
美
術
館
」を
満
喫

小
学
生
が
見
学
、昼
食
、創
作
体
験

「
は
き
」と
言
う
方
言
と
女
性
が〝
ハ
キ

ハ
キ
〞と
ほ
う
き
を
使
う
美
し
い
姿
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
名
前
で
現
在
、商
標
登

録
を
申
請
中
。
ま
た
同
会
は
、視
察
研

修
を
行
い
販
売
場
所
や
方
法
な
ど
を

検
討
し
た
ほ
か
、販
売
促
進
用
の
シ
ー

ル
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に

掛
か
る
経
費
に
は
、町
の
小
規
模
商
品

開
発
調
査
費
等
支
援
事
業
が
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
出
来
た「
は

き
は
き
美
人
」は
、道
の
駅「
石
神
の

丘
」で
販
売
中
。（
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

　

ほ
う
き
作
り
の
伝
統
に
価
値
を
見

出
し
、地
域
を
発
信
す
る
同
会
の
ま
ち

づ
く
り
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

③
②
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の
こ
も
っ
た
勝
負
展
開

校
の
リ
ー
ダ
ー
が
研
修

○
楽
し
い
学
校
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
楽
し
い
学
校
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
町
内
の
小
・
中
・
高
校
の
リ
ー
ダ
ー
研
修「
楽

し
い
学
校
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
１
月
７
日
、

町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、児
童
・
生
徒
の
ほ
か
教
員
や
保
護
者
な

ど
約
70
人
が
参
加
。
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、震
災
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
や
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
熱
心
に
話
し
合
い

ま
し
た
。
帷
子
誠
指
導
主
事
は
、「
自
分
の
考

え
を
出
す
こ
と
、み
ん
な
の
意
見
を
ま
と
め
る

こ
と
は
大
切
な
こ
と
。
こ
の
体
験
を
経
験
に
変

え
、各
学
校
で
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
講
評
し
、

児
童
生
徒
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
岩
瀬
張
地
区
の
婦
人
団
体「
バ
ー
チ
ャ
ー
ズ
」

（
細
野
ケ
イ
子
代
表
、会
員
７
人
）は
昨
年
の
12

月
22
日
、介
護
施
設「
東
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」の
忘
年
会
に
出
演
し
ま
し
た
。
結
婚
式

を
再
現
し
た
出
し
物
で
は
、新
郎
に
扮
し
た
笹

渡
洋
子
さ
ん（
71
）と
花
嫁
衣
装
に
身
を
包
ん
だ

笹
渡
テ
ツ
子（
67
）さ
ん
が
細
野
タ
カ
さ
ん（
77
）

の
長
持
唄
で
入
場
。
三
三
九
度
の
杯
を
交
わ
す

場
面
を
披
露
し
施
設
利
用
者
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。
ほ
か
に
も
歌
や
踊
り
で
沸
か
せ
た
バ
ー

チ
ャ
ー
ズ
は「
来
年
も
ま
た
来
ま
す
」と
呼
び
掛

け
、地
域
に
元
気
を
届
け
ま
し
た
。

各

▼2013.01.07

婚
式
を
手
作
り
で
再
現

○
岩
瀬
張
バ
ー
チ
ャ
ー
ズ

○
岩
瀬
張
バ
ー
チ
ャ
ー
ズ

結

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
へ

○
㈱
カ
ガ
ヤ
と
企
業
立
地
協
定

○
㈱
カ
ガ
ヤ
と
企
業
立
地
協
定

雇用や環境教育などを盛り込んだ協定を調印した町と㈱カガヤ

　
町
と
盛
岡
市
玉
山
区
の
鉄
骨
工
事
業
㈱
カ
ガ

ヤ（
加
賀
谷
輝
夫
社
長
）は
１
月
10
日
、浮
島
地

区
の
岩
手
工
業
団
地
に
大
規
模
太
陽
光
発
電
設

備（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）を
設
置
す
る
企
業
立
地
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
同
社
は
、発
電
設
備
と
と

も
に
小
規
模
な
工
場
を
建
て
町
内
か
ら
の
雇
用

に
取
り
組
む
ほ
か
、見
学
用
デ
ッ
キ
を
設
置
し

環
境
教
育
を
推
進
す
る
計
画
。
ま
た
、事
業
の

展
開
に
当
た
り
、町
が
所
有
す
る
同
団
地
の
約

５・８
㌶
の
売
買
契
約
を
交
わ
し
ま
し
た
。
発

電
設
備
の
出
力
は
最
大
約
２
千
㌔
㍗
。
４
月
の

着
工
、７
月
か
ら
の
売
電
を
目
指
し
ま
す
。

初

芸達者がそろうバーチャーズが手作りの衣装で結婚式を披露

　

中
学
生
国
内
英
語
研
修
の
結
団
式
は
昨
年

の
12
月
27
日
、役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、町
内

４
中
学
校
の
派
遣
生
12
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

「
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た

い
」、「
英
語
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
、さ
ら
に
学

ん
で
き
た
い
」な
ど
一
人
ず
つ
抱
負
を
述
べ
意

気
込
み
を
示
す
生
徒
た
ち
に
民
部
田
幾
夫
町

長
は「
英
語
を
武
器
に
社
会
を
勝
ち
抜
く
力
を

付
け
る
有
意
義
な
研
修
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」と
話
し
激
励
し
ま
し
た
。
な
お
研
修

は
、京
都
市
の
施
設
で
１
月
10
日
か
ら
３
泊
４

日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
英
語
研
修
参
加
者
結
団
式

○
英
語
研
修
参
加
者
結
団
式

実

実りある研修にしようと意気込む参加者と期待を寄せる関係者

▼2013.01.10▼2012.12.27

考えを出し合いグループの意見としてまとめていく児童たち

り
あ
る
研
修
に
と
決
意

幅広い年代の愛好者たちが静かな室内で熱戦を展開しました
　

恒
例
の
町
新
春
囲
碁
将
棋
大
会
は
１
月

５
日
、ゆ
は
ず
交
流
館
で
開
催
さ
れ
、小
学
生

か
ら
80
代
ま
で
町
内
の
愛
好
者
25
人
が
各

部
門
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】（
３
位
ま
で
、敬
称
略
）

◆
囲
碁　
①
武
田
久
②
瀬
川
稔
③
西
田
利
夫

◆
将
棋　

▽
一
般
Ａ　

①
藤
原
正
②
乙
茂

内
湧
也
③
笹
久
保
幸
男　

▽
一
般
Ｂ　

①

佐
々
木
正
男
②
滝
本
巌
③
沢
口
勇
次
郎　

▽
小
学
生
Ａ　

①
中
井
佑
真
②
大
石
風
幸

③
柳
本
雄
紀　

▽
小
学
生
Ｂ　

①
斉
藤
佑

②
三
浦
永
士
③
中
山
千
優

熱
○
町
新
春
囲
碁
将
棋
大
会

○
町
新
春
囲
碁
将
棋
大
会

▼2012.12.22

五輪選手と走り初め
○第39回町元旦健康マラソン

　第39回町元旦健康マラソンは1月1日、プラザあい周辺を
発着点とする1.5㌔と3.5㌔の2種類のコースで行われ、町内
外から312人が参加しました。当日は、ホッケー女子日本
代表で昨年のロンドン五輪に出場した田中泉樹さん（20）

 ▼2013.01.01 スポーツ推進に力尽くす
○東北地区協議会功労者表彰  ▼2013.01.16

①五輪選手の田中さん（127番）、小沢さん
（131番）と共に笑顔で走り出す参加者た
ち②③友人同士や家族で新年のスタート
を祝う参加者たち④キャベツマンも快走

　社会体育の振興に貢献したとして、町スポーツ推進委員
の大石淳さん（60）＝ の口＝と村木槇子さん（68）＝駅前＝
が、東北地区スポーツ推進委員協議会功労者表彰を受賞し
ました。大石さんは28年、村木さんは23年もの長きにわた
り町スポーツ推進委員を務め、スポーツの指導や大会運営
などを通じて町民の健康体力作りのために尽力してきまし
た。大石さんは「若い人に引き継ぐことを考えながら、もう
少し頑張りたい」、村木さんは「新しいことを取り入れて、皆
さんに伝えていきたい」と話し、一層の活躍を誓いました。

③

②

功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
大
石
さ
ん
㊨
と
村
木
さ
ん

④

①

と北京五輪に出場した小沢みさきさん（27）も参加。スター
トからゴールまで沿道や参加者からの声援に応えながら
並走しました。参加者たちはすがすがしい青空の下、思い
思いの速さで走り初めし、新年の健康を願いました。

▼2013.01.05
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問い合わせとご相談は役場健康福祉課 62-2111［内線512・514へ］

相
談
や
支
援

　
受
け
や
す
く

今月は北舘晶子主任今月は北舘晶子主任
からのお便りですからのお便りです

健康・福祉情報

各
種
手
帳
の
制
度

No.11

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

土
橋
初
雄
さ
ん（
61
歳
）＝
大
坊
＝
で
す
。

　

ゆ
は
ず
交
流
館
の
西
側
を
流
れ
る
北
上

川
に「
滑な
め

ら
」と
呼
ば
れ
る
所
が
あ
り
ま
す
。

川
底
が
粘
土
質
で
滑
ら
か
だ
か
ら
な
の
で

し
ょ
う
。
同
館
の
下
流
に
架
か
る
下
平
橋

か
ら
見
下
ろ
す
と
川
の
流
れ
に
洗
わ
れ
て

表
面
に
凹
凸
が
出
来
た
岩
盤
が
白
っ
ぽ
く

確
認
で
き
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
か
ら
は

「
お
ら
ほ
の
イ
ギ
リ
ス
海
岸
だ
べ
」と
言
っ
て

親
し
ま
れ
る
ほ
か
、「
た
ん
た
ん
」と
も
呼
ば

れ
、50
年
〜
60
年
前
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
格

好
の
水
遊
び
場
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

川
岸
に
一
つ
の
墓
碑
が
あ
り
、正
乗
寺
と
い

う
お
寺
の
住
職
の
墓
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

正
乗
寺
は
、現
沼
宮
内
公
民
館
の
あ
た
り
に

あ
っ
た
と
さ
れ
る
お
寺
で
す
。
そ
の
昔
、住

職
が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、今
で
も
こ
の

地
を
見
守
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

沼
宮
内
の
イ
ギ
リ
ス
海
岸「
滑
ら
」

①粘土質の川底「滑ら」が見られ
る下平橋周辺の北上川②「正乗
行院看住行覚」と刻まれた墓碑

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

文化・情報

まちの文芸
町立図書館
62-2877

俳
句

川
柳
席
題「
出
発
」　

菊
池
一
覚　

選

短
歌

【2月の休館日】　毎週月曜日、22日（金）。
ただし、11日（月・祝）は開館し、翌日12日
（火）に休館にします。

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小　説 私と踊って 恩田　陸
小　説 狛犬ジョンの軌跡 垣根　涼介
実用書 図解でわかる肝臓病 渡辺　純夫

児童向け
絵　本 富士山うたごよみ U・G・サトー
絵　本 めんのめんめん 庄司　三智子
読み物 もっと生きたい！ 池田　まき子

　今月も話題の図書が盛りだくさんです。寒い時
期ではありますが、皆さん、ぜひご利用ください。

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】 ２月24日（日）午前11時～　【日時】 ２月21日（木）午後3時30分～
【対象】 小学校就学前のお子さん     【対象】 幼児、小学生

〈
佳
作
〉

せ
め
て
も
の
救
い
転
職
吉
と
出
る 

　
　

柴
田　

満
子

起
き
が
け
に
今
日
出
発
気
合
い
入
れ 　
　

四
日
市
俊
悦

〈
秀
逸
〉

出
発
の
決
意
を
さ
せ
た
親
の
声 

　
　

佐
藤　

小
草

頑
張
れ
と
見
送
る
人
の
目
に
涙 

　
　

土
橋
は
つ
お

何
処
へ
行
く
見
切
り
発
車
の
日
本
丸　
　

  

馬
渕　

  

草

足
も
が
れ
今
日
か
ら
歩
け
る
義ぎ

そ
く足
の
音ね  　

自　
　
　

句

未
だ
八
十
路
己
一
喝
鍬く
わ
は
じ
め始 

遠
藤　

金
作

湯ゆ
た
ん
ぽ婆
の
冷
め
て
し
ま
へ
る
重
さ
か
な　

岡
市　

信
彦 

ま
づ
御ぎ

ょ
け
い慶
交
し
始
ま
る
句
会
か
な　
　

佐
々
木
小
夜

具
澤
山
亡
母
譲
り
の
雑
煮
か
な 

佐
藤　
　

栄

除
夜
の
鐘
待
ち
つ
炬
燵
の
ひ
と
り
酌 

志
田　

悦
朗

餅
食
ふ
て
八
十
路
の
夫
と
恙つ

つ
が
な無
く 

柴
田　

ヒ
ノ

雪
晴
の
句
座
の
華
や
ぎ
取
り
戻
す 

白
井　

梅
子

被
災
地
の
方
の
明
る
き
初は

つ
み
そ
ら

御
空 

山
口　

國
男

初
鶏
や
村
の
社や

し
ろを
明あ

か

る
う
す 

高
橋　

麗
子

元
旦
の
新
雪
積
も
る
一
位
の
木

雀
ら
忙
し
く
餌
取
り
あ
ひ
ぬ　
　
　
　
五
十
地
キ
ミ
子

三
日
前
笑
顔
の
君
を
見
か
け
し
が

急
ぎ
逝
き
し
は
な
に
故
な
る
か 

志
田　

悦
朗

小
寒
に
施
設
の
母
を
訪
ぬ
れ
ば

わ
が
名
忘
れ
し
こ
と
も
肯
ふ 

早
坂　

悦
子

環
境
に
や
さ
し
き
せ
っ
け
ん
作
ら
ん
と

友
ら
と
集
い
パ
ッ
ク
に
つ
め
る 

横
沢　

泉

観
る
映
画「
終つ
い

の
信
託
」あ
る
議
論

慈
悲
摂
る
医
師
と
法
執
る
検
事 

佐
藤　

水
魚

◇チビッコ映画会◇

る
場
合
は
、先
に
判
定
機
関（
県
福
祉

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
児
童
相

談
所
）で
判
定
を
受
け
て
か
ら
町
に

申
請
し
ま
す
。

【
判
定
機
関
で
の
調
査
】　

○
社
会
調
査（
面
接
）　
○
心
理
学
的
判

定（
検
査
）　
○
医
学
的
判
定（
診
察
）

【
手
帳
で
受
け
ら
れ
る
主
な
支
援
】

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス（
施
設
入
所
支
援
、就

労
継
続
支
援
な
ど
）　

○
鉄
道
、バ
ス
、

有
料
道
路
な
ど
の
料
金
割
引　
・
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除　
・
税
制

上
の
優
遇
制
度（
所
得
税
や
住
民
税
の

控
除
、自
動
車
税
の
減
免
な
ど
）な
ど

　　

精
神
に
障
害
が
あ
る
人
は
、町
を
経

由
し
て
県
知
事
に
手
帳
の
交
付
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
に

は
、医
師
の
診
断
書
ま
た
は
、精
神
障

害
を
理
由
に
支
給
さ
れ
る
障
害
年
金

の
証
書（
写
し
）な
ど
が
必
要
で
す
。

【
手
帳
で
受
け
ら
れ
る
主
な
支
援
】

・
県
の
公
共
施
設（
県
立
博
物
館
、美

術
館
、ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
い
わ
て
な

ど
）の
利
用
料
免
除　

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
の
免
除　

・
税
制
上
の
優
遇

制
度（
所
得
税
や
住
民
税
の
控
除
、自

動
車
税
の
減
免
な
ど
）な
ど
の
ほ
か
、

自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め

に
必
要
な
援
助
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
や
県
な
ど
は
、身
体
や
知
的
・
精

神
に
障
害
が
あ
る
人
が
、さ
ま
ざ
ま
な

相
談
や
援
助
を
受
け
や
す
く
す
る
た

め
に
各
種
手
帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

各
種
手
帳
の
制
度
や
障
害
の
程
度
等

級
な
ど
に
応
じ
た
支
援
制
度
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、障
害
程
度
の

等
級
や
課
税
状
況
な
ど
に
よ
り
、受
け

ら
れ
る
支
援
が
異
な
り
ま
す
の
で
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、障
害
が
あ
る
人
や
そ
の
家
族

の
生
活
、制
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
、各

種
専
門
員
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
１
級

〜
６
級
に
該
当
す
る
人
に
交
付
さ
れ

ま
す
。
障
害
者
本
人（
15
歳
未
満
の
場

合
は
保
護
者
）が
、町
を
経
由
し
て
県

知
事
に
手
帳
の
交
付
を
申
請
し
ま
す
。

　・　　役場健康福祉課　地域包括
支援センター（１階⑥番窓口）
　　　  62-2111内線515、518

　火災から人命を守るため「住宅用火災警報器（煙感
知式）」は、すべての住宅で寝室への設置が義務付け
られています。町内では全5,476世帯のうち32.8％に
当たる約1,800世帯が未設置となっています（11月 30
日現在、盛岡中央消防署岩手分署調べ）。
　町は、次のとおり購入経費の助成を行っています。
対象となる人は、速やかに申請し設置しましょう。
【助成対象者】　次の①～③のすべてに当てはまる世
帯。①満65歳以上の人のみの世帯　②住民税非課税

火災警報器の設置はお済みですか？

【
交
付
対
象
と
な
る
障
害
】　

○
視
覚
・
聴
覚
・
平
衡
機
能
障
害　

○
音
声
、言
語
機
能
・
そ
し
ゃ
く
機

能
障
害　

○
肢
体
不
自
由（
上
肢
、下

肢
、体
幹
、運
動
機
能
障
害
）　

○
内

部
障
害（
心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
、ぼ

う
こ
う
、直
腸
、小
腸
、免
疫
、肝
臓
）

【
手
帳
で
受
け
ら
れ
る
主
な
支
援
】　

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
、補
装
具
費
の
支

給
や
日
常
生
活
用
具
の
給
付
な
ど
）

○
重
度（
中
度
）心
身
障
害
者
医
療
費

の
助
成　

○
町
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
助

成
や
鉄
道
、バ
ス
、有
料
道
路
な
ど
の

料
金
割
引　

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料

の
免
除　

○
税
制
上
の
優
遇
制
度

（
所
得
税
や
住
民
税
の
控
除
、自
動
車

税
の
減
免
な
ど
）な
ど

　

知
的
障
害
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た

人
に
対
し
、盛
岡
広
域
振
興
局
が
交

付
し
ま
す
。
手
帳
の
交
付
を
希
望
す

高齢者世帯へ購入経費を助成します

障
害
別
に
手
帳
を
交
付

①

療
育
手
帳

②

の世帯　③煙感知式の火災警報器を「未設置」の世帯
【助成内容】　住宅１戸につき２個を限度に購入経費を
助成します。ただし、１個につき上限5,000円
【申請方法】　煙感知式の住宅用火災警報器を購入し、
設置後に役場健康福祉課地域包括支援センターへ申請
してください。必要書類は、①役場に備え付けの申請
（請求）書　②警報器を購入した領収書の原本（申請
日以前１カ月以内のもの）　③警報器の品名が確認で
きる書類（保証書の写し、カタログなど）

身
体
障
害
者
手
帳

身
体
障
害
者
手
帳

精
神
障
害
者

精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳

保
健
福
祉
手
帳
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岩
手
町
役
場

　

62ｰ

２
１
１
１

お
知
ら
せ

 

問
い
合
わ
せ
先　
　

 

申
し
込
み
先

Iwatemachinnformation Iwatemachinnformation

YOUNG

散歩

ヤ
ン
グ

No.296

　

　　　　 
町
４
‐
５
）

０
１
９
‐
６
２
４

‐
１
３
６
３　

○
エ
ン
ト
リ
ー
方

法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.ginga.or.jp/

を
ご
覧
く
だ

さ
い

　

町
と
町
水
道
事
業
所
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
建
設
関
連
業
務
の

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
を
申
請
し
、
入
札
参
加
資
格
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

【
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
業
者
】

　

平
成
25
、
26
年
度
に
町
が
発
注

す
る
建
設
工
事
（
上
水
道
事
業
建

設
工
事
含
む
）、
建
設
関
連
業
務

（
上
水
道
事
業
建
設
関
連
業
務
含

む
）
の
指
名
競
争
入
札
へ
の
参
加

を
希
望
し
、
欠
格
要
件
に
該
当
し

な
い
業
者

【
申
請
書
受
付
期
間
】　

２
月
１
日

（
金
）〜
28
日
（
木
）（
土
・
日
・

祝
祭
日
を
除
く
）。
受
付
時
間
は
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

【
申
請
書
の
提
出
方
法
】　

持
参
ま

た
は
郵
送
（
２
月
28
日
必
着
）

【
提
出
部
数
】　

各
１
部

【
名
簿
有
効
期
間
】　

２
会
計
年
度

【
資
格
審
査
】　

申
請
書
提
出
後
、

資
格
審
査
を
行
い
資
格
基
準
に
適

合
す
る
と
認
め
ら
れ
た
業
者
に
つ

い
て
は
業
種
別
に
登
録
者
名
簿
に

登
録
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

・　
　

○
町
営
建
設
工
事
・
町

営
建
設
関
連
業
務
は
、
役
場
総
務

課
財
政
管
財
係

62
‐
２
１
１
１

　

内
線
２
０
６
、２
０
７

○
上
水
道
事
業
建
設
工
事
・
上
水

道
事
業
建
設
関
連
業
務
は
、
町

水
道
事
業
所
上
下
水
道
係

62
‐

２
１
１
１　
内
線
３
３
３
、３
３
５

○
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

tow
n.iw
ate.iw

ate.jp

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振

替
が
便
利
で
お
得
で
す
。

【
口
座
振
替
の
種
類
、
割
引
額
】

○
早
割　

納
付
月
１
カ
月
分　

保
険
料
１
万
４
９
３
０
円

↓
割
引
額
50
円

○
６
カ
月
前
納　
納
付
月
６
カ
月
分

保
険
料
８
万
８
８
６
０
円

↓
割
引
額
１
０
２
０
円

○
１
年
前
納　

納
付
月
１
年
分　

保
険
料
１
７
万
５
９
９
０
円

↓
割
引
額
３
７
７
０
円　

※
通
常
の
保
険
料
は
、
月
額

１
万
４
９
８
０
円

【
申
し
込
み
方
法
】　

盛
岡
年
金
事

務
所
ま
た
は
役
場
町
民
課
に
あ
る

口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
（
金
融
機
関
届
出
印
）

し
、
提
出
い
た
だ
く
か
、
郵
送
く

だ
さ
い
。
ま
た
は
、
金
融
機
関
窓

口
に
も
提
出
で
き
ま
す

【
申
し
込
み
時
期
】

○
早
割　

１
カ
月
分
納
付

↓
申
し
込
み
時
期
は
随
時

○
前
納
①　

１
年
分
ま
た
は
６
カ

月
分
（
４
〜
９
月
分
）
納
付

↓
申
し
込
み
時
期
は
２
月
末
ま
で

○
前
納
②　

６
カ
月
分
（
10
〜
翌

年
３
月
分
）
納
付

↓
申
し
込
み
時
期
は
８
月
末
ま
で

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

○
盛
岡
年
金
事
務
所
（
盛
岡

市
松
尾
町
17
‐
13
）　

○
役
場
町
民

課
国
保
年
金
係

62
‐
２
１
１
１

　

内
線
５
０
２
、５
０
８
、５
０
９

　

家
畜
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
回
、

家
畜
の
飼
養
頭
数
や
管
理
状
況
に

つ
い
て
報
告
（
定
期
報
告
）
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
報
告
書
の
提
出
期
限
】

①
牛
、
鹿
、
め
ん
羊
、
山
羊
、
豚
、

い
の
し
し
、
馬
↓
４
月
15
日

②
鶏
、
う
ず
ら
、
あ
ひ
る
、
き
じ
、

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
、
だ
ち
ょ

う
↓
６
月
15
日

　

報
告
内
容
は
、
２
月
１
日
時
点

で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
報
告
様
式

は
以
前
配
付
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

コ
ピ
ー
す
る
か
県
や
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
ま
た
、
役
場
や
農
協
な
ど

を
経
由
し
て
の
提
出
も
可
能
で
す
。

　

県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

０
１
９
‐
６
８
８
‐
４
１
１
１

　
「
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か

な
い　

離
れ
な
い
」を
防
火
標
語

に
春
季
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
季
節
は

空
気
が
乾
燥
し
、ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
を
し
、火
の
用
心
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、消
防
署
で
は
防
火
座
談

会
や
救
命
講
習
な
ど
の
出
前
講
座

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分
署

62
‐
６
１
１
９

　

毎
年
、自
動
車
の
検
査
、登
録
手
続

き（
車
検
、名
義
変
更
、廃
車
な
ど
）を

す
る
人
が
３
月
に
集
中
し
、窓
口
や

車
検
場
が
大
変
混
雑
し
、申
請
す
る

の
に
長
時
間
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
手
続
き
は
、で
き
る
だ
け
２
月
中

に
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

（
車
検
は
有
効
期
限
の
１
カ
月
前
か

ら
受
け
ら
れ
ま
す
）。
ま
た
、電
話
に

よ
る
問
い
合
わ
せ
も
増
加
し
、つ
な

が
ら
な
い
状
態
と
な
り
ま
す
の
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
窓
口
の
受
付
時
間
】　

午
前
８
時

45
分
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時

（
土
、日
、祝
祭
日
は
除
く
）

【
岩
手
運
輸
支
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

htttp://w
w
w
tb.m

lit.go.jp/
tohoku/it/it-index.htm

【
自
動
車
登
録
、検
査
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
】

０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
０

【
車
検
予
約
シ
ス
テ
ム
】

https://w
w
w
.yoyaku.navi.

go.jp/pc/reservationT
op.do

 　

○
東
北
運
輸
局
岩
手
運
輸

支
局

０
１
９
‐
６
３
８
‐

２
１
５
４

○
軽
自
動
車
は
、軽
自
動
車
検
査

協
会
岩
手
事
務
所

０
１
９
‐

６
３
９
‐
８
０
１
１

自
動
車
登
録
検
査
早
め
に

■
自
動
車
の
登
録
検
査
手
続
き

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

■
春
季
火
災
予
防
運
動

入
札
参
加
は
申
請
登
録
を

■
平
成
25
・
26
年
度
競
争
入
札

そ
の
他

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
・　
　
役
場
総
務
課
行
政
係

62

‐
２
１
１
１　
内
線
２
０
４
、２
０
５

○
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

tow
n.iw
ate.iw

ate.jp

　

防
衛
省
で
は
自
衛
官
候
補
生
を

募
集
し
ま
す
。

【
種
目
】　

第
３
回
自
衛
官
候
補
生

【
受
付
期
限
】　
２
月
12
日（
火
）

【
試
験
日
】　

２
月
16
日（
土
）、17

日（
日
）

【
試
験
会
場
】　

陸
上
自
衛
隊
岩
手

駐
屯
地（
滝
沢
村
）

　

・　
　

自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力

本
部
盛
岡
募
集
案
内
所

０
１
９

‐
６
４
１
‐
５
１
９
１

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

各
種
子
育
て
講
習
会
を
行
い
ま

す
。
講
習
会
開
催
中
は
子
育
て
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
託
児
を

行
い
ま
す
の
で
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。

○
と
ん
と
ん
レ
ス
ト
ラ
ン

【
日
時
】　

２
月
21
日（
木
）午
前
11

時
40
分

【
場
所
】　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
費
用
】　

親
子
で
一
食
分
２
７
０
円

【
定
員
】　

10
組（
先
着
）

【
持
ち
物
】　

ご
飯
、箸
、お
茶
、お

子
さ
ん
の
歯
ブ
ラ
シ

【
申
込
期
限
】　

２
月
12
日（
火
）

・
　

町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

65
‐
２
１
３
１　

　

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、

「
第
２
回
い
わ
て
中
小
企
業
合
同

就
職
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

３
月
５
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
４
時
30
分

【
場
所
】
ア
イ
ー
ナ
８
階
８
０
４

会
議
室
（
盛
岡
駅
西
口
）

【
内
容
】
県
内
の
求
人
中
小
企
業

（
20
社
以
上
）
に
よ
る
個
別
面
談
、

就
職
相
談

【
対
象
】　

平
成
26
年
３
月
ま
で
に

卒
業
予
定
の
大
学
生
、短
大
生
、専

門
学
校
生（
既
卒
３
年
以
内
含
む
）

【
費
用
】　

無
料

　
・　
　
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

統
括
指
導
セ
ン
タ
ー
（
盛
岡
市
肴

募
集
し
て
い
ま
す

行
わ
れ
ま
す

　

町
は
、平
成
25
年
度
の
期
限
付

臨
時
職
員
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】　

満
60
歳
未
満（
平

成
25
年
４
月
１
日
現
在
）の
人
で

通
勤
可
能
な
人

【
職
種
】　

一
般
事
務
、保
育
士

【
勤
務
時
間
】　

原
則
と
し
て
、平

日（
月
曜
日
〜
金
曜
日
）の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
と
し
、

休
憩
時
間
は
一
般
職
の
例
に
よ
る

【
雇
用
期
間
】　

平
成
25
年
度
中
の

必
要
と
認
め
る
期
間
。
た
だ
し
、

連
続
雇
用
期
間
は
６
カ
月
を
限
度

と
す
る

【
登
録
者
の
決
定
お
よ
び
有
効
期
間
】

　
面
接
を
実
施
し
、決
定
す
る（
保

育
士
は
除
く
）。
有
効
期
間
は
、４

月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で

【
申
し
込
み
方
法
】　

役
場
総
務
課

に
備
え
付
け
の
用
紙（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、３
月
１
日（
金
）ま
で

子
育
て
講
習
会
を
開
催
！

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

町
の
臨
時
職
員
を
募
集
！

■
期
限
付
臨
時
職
員
登
録
者

さ
あ
岩
手
に
就
職
し
よ
う

■
中
小
企
業
合
同
就
職
説
明
会

家
畜
飼
養
の
定
期
報
告
を

■
家
畜
を
飼
養
さ
れ
て
る
人

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
！

■
盛
岡
募
集
案
内
所

国
民
年
金
は
口
座
振
替
を

■
国
民
年
金
保
険
料

小玉 健人 さん
【プロフィル】　こだま・けんと（22）＝盛岡市＝。盛岡第四高校を平成
21年３月に卒業後、専門学校を経て平成23年４月に盛岡地区広域消防組
合に就職。同時に盛岡中央消防署岩手分署に配属。血液型Ａ型、いて座

もっと知識を身に付けたいもっと知識を身に付けたいもっと知識を身に付けたい
　「寒い日が続きます。火の取り扱いには十分に気を付けて」と呼び掛け
る健人さんは、消防署岩手分署に勤務する２年目の消防士です。「小学生
の時から消防士に憧れていた」という健人さん。夢が叶い働く日々は、「意
外と事務仕事が多く苦労もありますが、職場は楽しいです」と充実感いっ
ぱいです。高校時代は水泳選手として活躍し、1500㍍自由形では当時の
県記録を樹立。インターハイや国体出場の輝かしい経歴を誇ります。「水
泳できつい練習を重ねてきたので、厳しい訓練も乗り越えられます」と胸
を張る健人さんの理想の女性像は、「お互いに気を使わずに過ごせる人」。
「仕事ではまだまだ知識が足りないと痛感しています。もっと勉強して
何でもこなせるようになりたい」と意気込みを語ります。
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日（曜） 時間 行事名 場所
2（土）09:00 ～ 16:00町書初めコンクール入選作品展示会

（17日まで）
石神の丘美術館

12:00 ～ 15:30第10回いわてまち公民館まつり プラザあい

３（日）09:00 ～ 00:00町教育を高めて進む町づくり大会 森のアリーナ

6（水）09:45 ～ 12:00離乳食教室
（平成24年10月生まれのお子さんの家族）

町保健センター

7（木）13:30 ～ 15:30福祉のしごと定期出張相談 in岩手町 プラザあい

8（金）09:30 ～ 12:00妊婦教室1回目（平成25年3月～７月
出産予定の女性）

町保健センター

13（水）12:30 ～ 00:00３歳児健康診査（平成21年6月13日～
８月13日生まれ）

町保健センター

16（土）10:00 ～ 00:00いわて北緯40度まんぷくそばフェスタ
（17日まで）

プラザあい

17（日）08:30 ～ 00:00楽しく滑るためのスキー教室
（12日まで要申込：町体育協会 62-4835）

奥中山高原スキー場

20（水）09:00 ～ 12:00人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

10:00 ～ 15:30盛岡年金事務所出張相談
（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211）

ゆはず交流館

21（木）10:00 ～ 00:00まんまと湯っこの会 老人福祉センター

24（日）08:30 ～ 00:00第57回町民スキー大会 奥中山高原スキー場

26（火）12:30 ～ 00:00
12:45 ～

9カ月児健康診査（平成24年5月生まれ）
6カ月児健康診査（平成24年8月生まれ）
1歳児健康診査（平成24年2月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

13:30 ～ 16:30 “2013”町豊かな農村づくりシンポ
ジウム

プラザあい

28（木）10:00 ～ 00:00子育てサロン “すくすく”
※生後から未就学児とその保護者が対象です

町保健センター

日（曜） 時間 行事名 場所
6（水）09:45 ～ 12:00離乳食教室

（平成24年11月生まれのお子さんの家族）
町保健センター

7（木）13:30 ～ 15:30福祉のしごと定期出張相談 in岩手町 プラザあい

8（金）09:30 ～ 12:00妊婦教室2回目（平成25年3月～７月
出産予定の女性）

町保健センター

子どもの急な病気は
 
よろこび　かなしみ 町民カレンダー

日（曜） 当番医
3（日）沼宮内地域診療センター
10（日）佐渡医院
11（月）岩手沼宮内クリニック
17（日）佐渡医院
24（日）塚谷医院

こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000（ＰＨＳ、ダイヤル式 
　回線電話、ＩＰ電話は 019-605-9000）

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　 019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　午後5時～翌朝9時、土曜日は午後1時～ 5時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

「こころといのちを支えるいわて」
ひとりで悩まず下記にご相談ください。

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）■役場健康
福祉課　 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県立中央病院
　　　　　　盛岡市上田1-4-1　 019-653-1151
【日　赤】　盛岡赤十字病院
　　　　　　盛岡市三本柳6-1-1　 019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院
　　　　　　盛岡市内丸19-1　 019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院
　　　　　　盛岡市上田字松屋敷11-14　 019-662-5656
【川久保】　川久保病院
　　　　　　盛岡市津志田26-30-1　 019-635-1305

　組数、人数の（ ）内は実数です。お婿さんお嫁さんは、
結婚して町内に住所がある人を掲載しています。
　広報に掲載を希望しない人は、届け出のときに町民
課にお話ください。

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

一方井診療所
岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
県立中央病院附属
沼宮内地域診療センター

町内病院の電話番号

▼
▼

▼
▼

２月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や広報などで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

３月の行事予定

2月の行事予定

固定資産税（第4期）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料（第8期）の納付期限は2月28日（木）です
※口座振替の場合は2月25日（月）に指定の口座から引き落としになります

県立中央病院附属沼宮内
地域診療センター診療科

診療科 診療日 受付時間

脳神経外科 12 日 08:30 ～
11:00

循環器（内科） 4、18 日 13:00 ～
15:30

高血圧・
糖尿病外来 6、20 日 08:30 ～

完全予約制

小児科 8、22 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 12、26 日 13:00 ～
15:30

耳鼻咽
いんこう

喉科 休診 ―

整形外科 1、15 日 08:30 ～
11:30

3（日）沼宮内地域診療センター
10（日）一方井診療所

▼
▼
▼

平成 24 年 12 月受け付け分

２月の応援診療科

診療科 診療日 受付時間

内　科 月曜～金曜日08:30 ～11:00

外　科 月曜～金曜日  8:30 ～11:00

▼

　62-2659
　61-2025

　61-3636
　62-2234
　62-3211
　62-2043
　62-1155

　62-2511

３月

日 月 火 水 木 金 土
2/1
中央

２
こども

3
医大

４
日赤

５
川久保

６
中央

７
中央

８
医大

９
中央

10
日赤

11
医大

12
川久保

１３
中央

14
日赤

15
医大

16
こども

17
中央

18
中央

19
川久保

20
医大

21
中央

22
日赤

23
医大

24
中央

25
中央

26
日赤

27
医大

28
中央

3/1
医大

2
医大

3
中央

4
中央

5
川久保

6
日赤

7
医大

8
中央

9
こども

10
中央

11
医大

12
川久保

13
日赤

14
医大

15
中央

16
中央

●生まれたお子さん●５人（５人）
▼11月

日 お名前 保護者 行政区

28 和田　智
ち か

花 幸　夫 犬 袋

2      髙村　　隼
しゅん

博　喜 橋 場

17 佐々木紗
さ な

南 圭　佑 上 黒 内

19 田端　晄
みつき

希 則　行 下 大 町

27 大下　結
ゆ あ

愛 良　一 大 坊

●お婿さん、お嫁さん● 3 組（4 組）

日 お名前 世帯主 行政区
9 伊藤　　琢

千葉菜実子
正　信
本　人

城 山
盛 岡 市

11 澤口　洋平
沼下恵理子

洋　行
本　人

上 大 町
盛 岡 市

18      遠藤　大輔
     藤原　享子

眞利子
清　利

黒 石
紫 波 町

▼12月

●亡くなられた人● 17 人（18 人）
▼11月

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区
30 朽木マツエ（94） 本　人 朽 木 林

1 戸埜村キクエ（87） 純　司 江 刈 内

2 田村ハナエ（83） 正　則 上 黒 内

5 髙橋　良彦（74） 本　人 新愛宕下

7 中村　喜七（66） 光　子 上愛宕下

10 四日市ヤエ（87） 登喜雄 野 原

10 山口　キミ（88） 要　也 大 坊

14 北上　武志（79） ヒ　デ 新 町

14 瀧 本　 弘（85） 敏　惠 野 原

14 田中　ノヱ（87） 鐵　夫 下 浮 島

15 髙橋　勝子（74） 本　人 下愛宕下

19 日野　重信（75） 信　道 下五日市

24 桐ケ久保長太郎　（87） 妙　子 下 浮 島

24 瀨川　金藏（85）帷子淳子 下苗代沢１

28 今松　太郎（85） 本　人 今 松

29 澤村　正男（84） 正　一 水 堀

29 松森正一郎（81） キ　ヨ 江 刈 内

▼12月

休日当番医
【受付時間】　9:00～17:00

▼12月



冬の “ならでは” 食材食材

アスパラガスアスパラガス

凍み豆腐凍み豆腐

寒干し大根寒干し大根

ホウレンソウホウレンソウ

寒
締
め
寒
締
め

干
し
菜

干
し
菜

黒
内
の
黒
内
の

町の町の　　 と　　 がおいしくする　　 とと　　　  寒さ寒さ　　空気空気

編
集
後
記

今月は道の駅「石神の丘」
売店の商品販売数

順位 種　類 販売数
１ 鶏卵ジャンボ 840
２ やきだんご５本入 459
３ ホルモン鍋用味付 359
（１/２～21「石神の丘」調べ）
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■
人
口
の
動
き（
H
24.12.31現

在
）　
※（
）内
は
前
月
比

　
人
口
/男
7,392（

△
27）、女

7,734（
△
14）  計

15,126（
△
41）、世

帯
/5,461（

△
19）

　
出
生
/5、 死

亡
/18、転

入
/6、 転

出
/34、外

国
人
住
民
/107人

※
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、人
口
、世
帯
数
は
外
国
人
住
民
を
含
む
数
を
掲
載
し
て
い
ま
す

　

今
月
号
で
は
、成
人
式
と
新

成
人
の
個
人
写
真
を
掲
載
。
個

人
写
真
の
掲
載
は
、昭
和
63
年

８
月
15
日
の
成
人
式
掲
載
号
か

ら
始
ま
り
、平
成
21
年
１
月
12
日

の
成
人
式
掲
載
号
か
ら
カ
ラ
ー

に
。
本
紙
の
恒
例
企
画
と
し
て

好
評
で
す（
と
思
っ
て
い
ま
す
）。

　
町
成
人
式
は
、昭
和
40
年
か
ら

平
成
10
年
ま
で
夏
の
８
月
15
日

に
実
施
さ
れ
、平
成
11
年
１
月

15
日
か
ら
は
冬
の
成
人
式
に
。

翌
年
、祝
日
法
の
改
正
で
１
月

15
日
だ
っ
た
成
人
の
日
が
１
月

第
２
月
曜
日
に
。
以
来
、町
成
人

式
は
そ
の
前
日
の
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
個
人
写
真
の
撮
影
に

出
席
１
３
８
人
全
員
が
応
じ
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、本
紙

史
上
初
の
出
来
事
。
新
成
人
と

ご
家
族
の
皆
さ
ん
に
、お
祝
い

と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
皆
さ
ん
が
、町
内
外
か

ら
故
郷
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 （
佐
藤
）

道の駅「石神の丘」は、平成14年７月にオープンしてから10周年を迎えました。
町内外のモノとヒトが行き交う道の駅と、隣接する石神の丘美術館から、旬の情報を届けます。

2月２日（土）から17日（日）まで開催

２月17日（日）　午後１時30分～　ミニコンサート
【問い合わせ先】　石神の丘美術館 62－1453

【企画展示室】　沼宮内高校　美術部・写真部・書道部　合同展
【ホール展示】　平成25年度　町書初めコンクール　入選作品展
　企画展示室では、沼宮内高の美術部、写真部、書道部の生徒たちが、日ごろ
の活動成果を自分たちの手で展覧会を作り上げ発表します。今回で10回目
となるこの展覧会では、各部の歴代顧問の作品を特別展示します。

【開館時間】　午前９時～午後４時
【休館日】  ２月４日（月）、12日（火）

「書初めコンクール
入選作品展」も
同時開催します！

午後２時～　　　作品解説会

♪高校生によるミニコンサートと作品解説会♪
観覧無料

　「干し菜は、葉物が少ない今の時期に栄
養を補う昔からの知恵ですね」と話すの
は、産直組合員の田中好子さん（54）＝上
苗代沢＝（写真）。田中さんは、産直に出
品するダイコンやカブの葉のほか、少し
辛みのある山形菜の干し菜を作っていま
す。水分を抜くため、約３カ月間天日干
し。それを数回水を取り替えながら鍋で
煮て１㌢位に刻み、おにぎり大に丸めて
凍らせます。田中さんは、「煮立てた煮
干し出汁に凍ったまま干し菜を入れて、

凍み豆腐やとろろ昆布を入れて食べるみ
そ汁が一番好きです。酒粕を少し入れる
と体が温まりますよ。干し菜を食べて、
寒い冬を乗り切りましょう」とお気に入
りのレシピを紹介してくれました。
　産直の店舗では現在、組合員の作る
「干し菜」や「凍み豆腐」、「寒干し大根」
のほか、寒さで甘みが増す「寒締めホウ
レンソウ」や「アスパラガス」など、冬な
らではの食材が出そろっています。ぜ
ひ、お出掛けください。

吹奏楽部と
音楽部が
出演!

　イベント広場に「なかよしスノー
パーク」がオープンしました。小さ
なお子様のそり遊びにどうぞ使っ
てください。貸し出し用のそりも
準備してあります。

スノーパークスノーパークOPEN!!
集まれ！元気な子どもたち←寒さにさらしたホウ

レンソウは甘みが増し、
濃厚な味に。ビタミン
含有量も高くなります

←カチカチに凍みた豆
腐は湯戻しで。みそ汁、
お浸し、煮物などでう
まみを吸って大活躍

→冷気に当たった大根は
風味が増し、ふわっとし
た食感に。産直入口で寒
風に揺れています

→ハウス栽培のアスパ
ラガスですが、冬の方
が甘みが強いとのこと。
冬の食卓に貴重な緑を


